
854　植調　Vol.56, No.4　(2022)

よって大きく変化しており，生態系と
生物多様性の指標の大部分は急速に低
下している」と述べている。世界の種
の絶滅率は過去 1000 万年の平均より
も数千倍から数百倍高くなっていると
いう。生物多様性の喪失は新たな作物
を見出すことや遺伝子改良に用いるな
どの将来的な選択肢が減少するだけで
なく，生物の誕生以来構築されてきた
生物間のつながりを急激に断ち切るこ
とでもあり，それらがもたらしてきた
あらゆる生態系サービスを失うことに
つながる。生物多様性の喪失の原因と
しては，開発に伴う破壊，温暖化によ
る気候変動などに加え，外来種の侵入
もその要因の一つとされている。雑草
においても，経済活動のグローバル化
に伴って世界中で様々な外来雑草の問
題が起きている。持続的な食料システ
ムを構築する上でも大きな問題である
が，生物多様性保全の面からも大きな
問題である。ほとんどの外来種問題は
不可逆的であり，一度新たな生態系に
侵入すると，その後その種を取り除い
た場合にも大きな影響が出る。外来雑
草問題は人為的問題である以上，予防
原則に基づく管理体制の構築があらた
めて重要である。

(2) 生物多様性構成要素としての
雑草の機能評価

私たちの生活は生物の誕生以来作り
上げられてきた生物多様性の上に成り
立っている。生物多様性は，独自の進
化を遂げた種の個性だけでなく，それ
らが互いにつながりを持って進化して

きたことによって作り上げられてき
た。その中でも雑草は，人が定住を始
めたことに伴って人間の撹乱に巧みに
適応進化してきた植物群であり，人間
の歴史とともに進化し，人間生活を支
える生物多様性の構成要素となってき
たものとも言える。

永年にわたって表土を形成してきた
植生を安易に破壊してきたことや不適
切な植生管理による土地劣化の問題が
指摘されている（伊藤 2013）。私た
ちが生活する表土を将来にわたって持
続的に利用するためには，表土の機能
や役割をしっかり理解し適切な植生管
理を行う必要がある。しかしながら，
人間活動とともに進化してきた雑草が
持つ生態系における機能についてはこ
れまで十分に検討されてきたとは言え
ない。当然ながら雑草は一次生産者と
しての供給サービスはあるが，Petti 
et al.（2011）はそのレビューの中で，
雑草が様々な他の生物種との相互作用
によって，直接的に農業生態系の機能
にネガティブにもポジティブにも影響
を与えていると指摘している。そのポ
ジティブな影響は生物間相互作用によ
る生態系の調節サービスとも言える。
他にも遺伝資源としての利用性（供給
サービス）（環境が激変した将来にお
ける需要も含む），表土を形成してき
た植生機能（基盤サービス）など様々
な生態系サービスをもたらしている可
能性がある。こうした雑草の機能や役
割についても今後研究を進める必要が
あるだろう。雑草は人間による撹乱の
中で適応進化してきた。人間による撹

乱とその適応進化，その過程を解明す
ることで，雑草の生態系機能を有効に
発揮させる適切な管理システムとは何
かという問いに対して科学的な答えを
見出せるかもしれない。

おわりに

繰り返しになるが，雑草は人間活動
の中で適応進化したものである。持続
的な開発目標を達成するにあたり，雑
草はネガティブにもポジティブにも働
くこととなる。これからどのように人
が雑草と関わり管理するのか，これが
持続的食料システムの実現，生物多様
性保全，土地劣化の阻止・回復に貢献
できるかの鍵となるだろう。そのため
には，雑草が多様な環境や多様な人間
活動の歴史の中でどのように適応進化
してきたのか，科学的な解明をさらに
進め，科学的知見を基盤とした持続的
な雑草管理システムを構築することが
重要である。

世界で研究開発への支出が増加して
いる一方で，残念ながら本稿で取り上
げている「2030 アジェンダ」を実施
するための研究開発には比較的少ない
費用しか使っていないことも指摘され
ている。ましてや雑草学に割かれる研
究資源はわずかしかない。飢餓をなく
し，持続的な農業を構築し，人間生活
の基盤である生物多様性を保全すると
いう持続的な開発目標を達成するため
には，雑草学単体での取り組みだけで
なく，コンピューターサイエンス，人
工知能，バイオテクノロジーなどの分
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野と連携し，ここで取り上げた様々な
困難な課題に立ち向かう必要があるだ
ろう。
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中宮定子様が崩御された後，私は宮仕えを辞めました。思え
ばお仕えして以来，定子様から限りない恩寵を賜りました。あ
るとき定子様の兄君の内大臣伊

これちか

周様が高価だった和紙を一条天
皇と中宮定子様に献上されました。定子様が「帝は『史記』を
書写されるそうだが，こちらは何を書こうか」と下問されたと
き，「それなら枕でございましょう」と申し上げたのですが，

「それなら，おまえにあげよう」とおっしゃって，そのまま下
されました。私は帝がおっしゃった「史記」から「敷布団」，

「敷
しきたえ

妙」を連想して，「敷妙の」が「枕」の枕詞であることから「枕」
と洒落のつもりでお応えしたつもりだったのです。その後「春
は」「夏は」と「四季」のお話で書き始め，ついつい変なこと
まで書き連ねてしまいました。

思えば，「草は」と書き始めて「沢
おもだか

瀉」は名前が面白い。ふ
んぞり返って偉そうにしている」と書いてはみたものの，顎の
張ったふんぞり返った殿上人はあまたおられるのですが，かの
道長様などは，定子様が一条天皇のご寵愛を受けている折には
顎も出さずに大人しくなさっておられたのですが，定子様の父

君の道隆様が亡くなられると，急に顎を突き出してふんぞり返
り始めました。それは「沢瀉」のように慌てて顎を出すのでは
なくて，ゆっくりと顎を出してくる，まるで「顎

あぎなし

無」のようだっ
たのです。

このことを「枕」の中に書いてはいたのですが，定子様が崩
御された後，あまりに道長様のことを悪く書くのも憚られ，「枕」
から外したのでした。（清少納言・談）

アギナシはオモダカ科オモダカ属の抽水性の多年草。北海道
から九州の，比較的自然度の高い山間部や農耕地周辺の湿地，
休耕田などに生える。環境省の準絶滅危惧種。同属のオモダカ
に非常によく似るが，オモダカのように水田に生えることは殆
どなく，背丈も高い。オモダカと同じような矢尻型の葉を出し，
矢尻葉の側裂片の先端がアギナシでは丸みを帯びるというが両
者を並べて比べないとよく分からない。生育の初期にはへら状
葉で，次第に矢尻葉に変わっていくが，オモダカに比べて矢尻
葉になるのが遅い。清少納言はそのことを枕草子に書こうとし
た。
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